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SUPER GEシリーズ 

 
 
 
 
 
 
 

         ご使用前にこの「取扱説明書」をよく読み正しく 
         お使いください。誤った取扱は機械の故障や大変 
         な事故につながります。 
         機械を操作する前にいつでも見られるように大切 
         に保管してください。 
 
 
 
 
 



 
 この度は、   「SUPER GEシリーズ」をご選定いただきまして 
厚くお礼申し上げます。 

 
●当機のご使用に際しては、この取扱説明書を熟読していただき、安全にご使用ください。 

●品質、性能向上又は安全上、部品の変更を行う事がありますが、その際は本書の内容と一部異な

る場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

●不明な点やお気付きの事がございましたら、お買い上げ店、最寄りの弊社営業所にお問い合わせ

ください。 

●文中の記号について 
 

 適切な事前注意をとらないと 
死亡又は重傷を負う危険性が大きい事を示します。 

 適切な事前注意をとらないと 
死亡又は重傷を負う可能性があることを示します 

 適切な事前注意をとらないと 
傷害又は製品の重大な損傷を招く可能性があることを示します 

 製品の使用上の留意点や参考となる事柄を示します。 
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安全のために               
 
 
 
 
 

●火災防止のために 

 ・狭い敷地内で、引火性のある塗料(液体)を用いた塗装作業は火災や爆発の危険があります。 

換気の良い場所で 使用してください。 

 ・本機は塗装現場から離し、引火性ガス、腐食性ガスのある場所では使用しないでください。 

 ・燃料の補給は必ずエンジンを停止して行ってください。 

 ・補給中は火気を近づけないでください。 

 ・燃料がこぼれた時は、布等で拭き取ってください。 

 ・燃えやすいものや危険物(油脂類・シンナー・火薬等)の近くでは使用しないでください。 

 ・床面のしっかりした水平な場所で、建物や設備からは１ｍ以上離して使用してください。 

●中毒防止のために 

 ・風通しの悪い場所、排気ガスがこもる場所では使用しないでください。 

有害な一酸化炭素がたまり、ガス中毒の危険があります。 

 

 

 

 

 

●非常に高い圧力で噴出する塗料(液体)は身体を傷付ける危険があります。エアレスガン、塗料ホ

ースから漏れ出しがあった場合は直ちに作業を中止してください。 

●漏れ出している部分を手足や体で止めることは絶対にしないでください。 

●作業中スプレー口が詰まった場合絶対に覗き込んだり指で触れないでください。 

●異常を取り除く場合は必ず機械を停止させ、全ての圧力を抜いた後で行ってください。 

●人体に向けて絶対にエアレスガンの引金を引かないでください。安全の為、塗装作業を行わない

時やノズルチップを外す場合は必ずセーフティロックをかけてください。 

●外観にキズ・折れ曲がり・潰れていたりする塗料ホースは破裂して塗料が吹き出す恐れがあるの

で使用しないでください。 

●エアレスガンを改造したり安全装置(セーフティロック・安全ガード)を取り外す事はしないでく

ださい。 

●接続部は漏れがないようにしっかり締付けてください。漏れが発生した場合は、直ちに機械を停

止させ、リターンコックを開き、塗料圧力を下げてください。 

●高圧力で塗料を霧化する為、静電気が発生することがあります。火花放電及び感電事故を防ぐ為、

本機及びエアレスガンは塗料ホース(通電性があるもの)を通して接地してください。 

●アース線はガス管へは接続しないでください。ガスによる火災、爆発事故につながります。 

●必要以上にシンナーだけの噴出は避けてください。引火すると危険です。 

●被塗装物も接地(アース)してください。静電気が被塗装物にもたまる事があります。 

●塗料ホースは専用ホース以外使用しないでください。接続不良、耐圧不足に漏れ、破裂、及び通

電不良による非接地の原因になります。 

●運転中及び停止直後は、エンジンが熱くなっています。手や肌が触れないようにしてください。 

●熱いエンジンオイルが体にかかるとヤケドする恐れがありますので十分に注意してください。 
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●雨、濡れた場所、蒸気などの湿度が多い場所での保管、使用はしないでください。感電事故、錆

付きにつながります。 

●関係者以外やお子様は近づけないでください。 

誤った操作やいたずらにより思わぬ事故を招きます。 

●本機に直接塗料を吹付けたり、ゴミ、ホコリの多い場所では使用しないでください。エンジンの

排熱が不完全になり故障の原因になります。 

●本機を傾けたり、立てたりした状態での使用はしないでください。エンジンの焼付や故障の原因

になります。 

●ホース金具の締付けはトルク 24.5N･m を超えない範囲で漏れない程度に締付けてください。強く

締めすぎると金具部が損傷する恐れがあります。 

 

 

医療処置 
 

●たとえどのような塗料(液体)であっても皮膚を傷付けた場合は、軽傷として扱わず直ちに医師に

よる適切な治療を受けてください。又、どのような液体によるものかを的確に告げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２－ 



1 使用上の注意              

 

 

ガソリンの給油 

●エンジンを必ず止め、タバコ、たき火など周囲の火気が無いことを確認し、こぼれないようにゆっくり 
 と給油してください。こぼれた場合はきれいに拭き取り、完全に乾いてから始動させてください。 
 
●ガソリン給油後は、タンクキャップを確実に閉めてください。ゆるんでいると運転中ガソリンがこぼれ、 
 気化したガスにより引火する恐れがあります。 

 
 

使用しない時や移動の時 

●必ずガソリンコックを閉めてください。タンク内のガソリンがエンジン内部に流れ込み、始動できなくな 
ることがあります。この場合、キャブレター掃除やエンジンオイル交換が必要になります。 

 
● エンジンの取扱いについて詳しくは別冊(同梱)の「エンジン取扱説明書」をご覧ください。 
 
  

2 仕様諸元表              

 

型 式 ＳＰ－６０ＧＥ ＳＰ－７０ＧＥ ＳＰ－１０１ＧＥ 

動力源 ガソリンエンジン(リコイル式) 

最大出力 (PS) ４．２(定格３.１) ４.９(定格３.９) 

最大圧力(Mpa) ２２ １８ ２２ 

最大吐出量(L/min) ６.１ ７.２ １０.３ 

寸法L×W×H(cm) ６８×４７×５５(９８) ７１×５２×６７ 

重  量 (kg) ３９ ３９ ５５ 

本  体 付属品工具一式・圧力計付 

Ｂセット ﾊｲｿﾌﾄﾎｰｽ(1/4)20m 

エアレスガン(TPG-1) 

ﾀｰﾝｸﾘｰﾝｾｯﾄ(1650) 

ブルーホース(3/8)20m 

エアレスガン(SG-24B) 

ﾀｰﾝｸﾘｰﾝｾｯﾄ(2350) 

ブルーホース(3/8)20m 

エアレスガン(SG-24B) 

ﾀｰﾝｸﾘｰﾝｾｯﾄ(3150) 

セ

ッ

ト

内

容 Ｃセット ﾊｲｿﾌﾄﾎｰｽ(1/4)30m 

エアレスガン(TPG-1) 

ﾀｰﾝｸﾘｰﾝｾｯﾄ(1650) 

ブルーホース(3/8)30m 

エアレスガン(SG-24B) 

ﾀｰﾝｸﾘｰﾝｾｯﾄ(2350) 

ブルーホース(3/8)30m 

エアレスガン(SG-24B) 

ﾀｰﾝｸﾘｰﾝｾｯﾄ(3150) 
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  警 告 



３ 各部名称・機能及び基本操作      
 

ＳＰ‐６０ＧＥ/７０ＧＥ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ●圧力計をぶつけたり、落としたりしないでください。表示が狂ったり、故障の原因に 

    なります。 

 

   ●エア抜きノブによって圧力を調整しないでください。エア抜き弁の寿命を短くします。 

 

   ●圧力ノブは最大限以上に強く回さないでください。異常高圧により機械の故障の原因に 

    なります。 
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エアレスガン

塗料ホース

圧力計

エア抜きノブ(弁)

オイルケース

圧力ノブ(弁)
アース線 サクションフィルター

エンジン

サクションホース

リターンホース

ペイントベース

吸入弁

警告ラベル
塗料吹付用ガン

高耐圧ホース

エアレスガン、塗料ホース内の
圧力を表示

サクションホース内のエア(空気)
抜き及び、作業中の圧力抜き

リターンホースより
吐出される

圧力を発生させる為の
オイルが入っています。
使用オイル：セイワダイヤフラム
　　　　　　　　エアレスオイル
　　　　　　　　(油圧作動油№32)
適正オイル：約９００cc 塗料吹付圧力を調整

します。

圧力を
下げる

圧力を
上げる

静電気、感電事故を防ぐ
為の線

ゴミ、異物が塗料と一緒に
吸い込まれないようにする
為のフィルター

動力源

塗料吸込用ホース

塗料戻し用のホース

塗料に圧力をかける部分

吸込み口にサクション
ホースやホッパー(別売)
を接続します。

見えにくくなったら新しい
物に貼り替えて、常に確
認できるようにして下さい。



３ 各部名称・機能及び基本操作      
 

ＳＰ‐１０１ＧＥ 
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圧力計

警告ラベル

サクションホース

リターンホース

エンジン

サクションフィルター オイルケース

アース線

塗料ホース

プーリーカバー

圧力ノブ(弁）

ペイントベース

エア抜きノブ(弁)

吸入弁

エアレスガン

サクションホース



４ 作業操作手順             
 

４－１ 準備 
 ①塗料ホース、リターンホース、エアレスガン、ノズ 

ルチップをそれぞれ完全に取付けてください。 

 

 

  サクションホースはまだ取付けないでください。 

 

 ②オイルゲージでオイルが入っているかを確認してく 

ださい。 

 ③アースを施し、燃料が入っている事を確認します。 

 ④Ｖベルトが緩んでいたら適正な張りに調整します。 

  (スーパー１０１ＧＥ)ベルト中央部を指いっぱいに 

  押え、たわみが５～６mm位になるようにしてください。 

  但し、運転中は絶対に行わないでください。 

 

 

４－２ 作動確認 
 ①エア抜きノブを［開］側へ一杯回してあるかを確認 
  してください。 
 ②圧力ノブを［低］側へ一杯回してあるかを確認して 

ください。 
 ③エンジン始動後(Ｐ７エンジンの始動参照)圧力ノブを 
  ［高］側にゆっくり回してください。 
 ④吸入口に手のひらを当て、吸込みがあるかどうか確認 

します。 
 ⑤サクションフィルターの詰まりがないかを確認してから 
  サクションホースを取付けてください。 
 

 
 
◆吸入力がない場合は？◆ 

  吸入弁内にシンナーを入れ、呼び水を行ってくださ 
い。吸入弁棒を押して、固着を解除させてください。 

 
◆それでも作動音がない場合は？◆ 

  油圧経路内にエアーがたまっていることがあります。 
  この時は圧力ノブを［低］側に戻ししばらく運転後 
  (１～２分)［高］側にゆっくり回してください。 
 
  ※この時シンナー等の呼び水がはねることがあります 
   のでウエス等で出口を覆って、顔や衣類にかからな 

いようにしてください。 
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オイルゲージ

オイルゲージ

規定油面

５～６mm

サクションフィルター

吸込み確認吸込み確認 



４ 作業操作手順             
 

４－３ 作業開始 
 
 

周囲の建物、車等大切な物に飛散した塗料が付着しないよう塗装現場の養 
生(養生ネット張り、保護カバーシートかけ等)は必ず行ってください。 
ホース破損による塗料噴出にも備えてください。 

 
①エンジンの始動 
 エンジンの始動は、別冊エンジンの取扱説明書をよく読み注意事項を守ってください。 

 
     燃料コック     エンジンスイッチ    スロットルレバー    チョークレバー 
 
 
 始 
 動 
 
    燃料コックを開く   エンジンスイッチを   スロットルレバー 
               始動側にする      を高速の方に少し 
                           開く         チョークを全開にする 
 
 
                  始動したら             リコイル始動 
 
               ・始動後エンジンの調子 
                を見ながらゆっくりチ 

ョークレバーを開の位 
置に戻す。 

               ・暖機運転(約５分)をし 
た後、所要の回転速度 
にスロットルレバーを     ・スターターグリップを握り圧縮位置 
あわせご使用ください。     まで軽く引き、この位置から勢いよく 
                引っ張る 
               ・エンジンが始動したらスターターグリ

ップをゆっくりと元の位置に戻す 
 
 ②吸入弁作動確認後、圧力ノブを［低］側に戻し、 
  サクションホース、リターンホースをあらかじめ 
  用意した塗料の中に入れます。 
 
 
 ●リシン等の骨材入りの塗料は使用できません。 
 ●二液性の塗料は可使時間に注意してください。可使時間内に 
  作業を終了して洗浄を行ってください。 
 ●塗料を攪拌する時エアーが混入しないよう注意してください。 
  エアーが混入しますと吸込み不良の原因になります。 
 

－７－ 

少し開く

GM181､221､
　　291､301

GM91､131

開く

低側へ

塗
料



４ 作業操作手順             
 

４－３ 作業開始 
 

 ③エア抜きノブが［開］側になっている事を確認後、 
  スイッチを入れ圧力ノブをゆっくり［高］側に回す 

とノズルから塗料が出てきます。 
 ④圧力ノブを半回転程［低］側に戻します。 
 ⑤エア抜きノブを［閉］に締め込みます。 
 ⑥エアレスガンの引金を引きながら、圧力ノブをゆっ 

くり［高］側に回すとノズルから塗料が出てきます。 
一度ガンの引金を戻して圧力を設定します。 

 ⑦圧力ノブを塗装に適した圧力に調整し作業を開始します。 
 
 
 ●エア抜きノブで圧力の調整はしないでください。 

塗料の温度上昇や弁の早期磨耗につながります。 
 
 
 ●作業を行わない時や、ノズルを交換する時は危険防止の為 

必ずエアレスガンのセーフティロックをかけてください。 
 ●作業中は換気を十分に行い、風通しの良い場所で行ってく 

ださい。また、健康の為にも防じんマスクを着用してくだ 
さい。 

 ●圧力ノブは最大限以上に強制的に強く回さないでください。 
  過負荷により故障の原因になります。 
 
 
４－４ 中断・停止 
 
 ①圧力ノブを［低］側に回します。 
 ②エア抜きバルブを［開］側に回します。 
 ③スロットルレバーを低速の位置にして１～２分間運転しま 

す。 
 ④エンジンスイッチを停止側にします。又はキースイッチを 
  停止位置(ＯＦＦ)にします。 
 ⑤燃料コックを閉じます。 
 
             スロットルレバー     エンジンスイッチ      燃料コック 
 
 
          停 
          止 
             スロットルレバーを    エンジンスイッチを    燃料コックを 
             低速の位置にして１    停止側にする、又は    閉じる 
             ～２分間運転する     キースイッチを停止 
                          位置(OFF)する 

 

－８－ 

低速

閉じる



４ 作業操作手順             
 

４－５ 洗浄・終了・手入れ 
 

 ①エアレスガンのセーフティロックをかけ、ノズル 

チップを外します。 

 ②エア抜きノブが［開］、圧力ノブが［低］側になっ 

ている事を確認後サクションホースを洗浄液の中 

に入れます。 

 

 

 ●洗浄液とは塗料に適したシンナー・水等の事です。 

  ・油性塗料⇒シンナー 

  ・水性塗料⇒水 

 ●塗料、洗浄液が飛び散らないよう圧力は上げすぎな 

いでください。 

 

 ④リターンホースから洗浄液が出てきたらエア抜きノ 

ブ［閉］側に締め込み、エアレスガンの引金を引い 

てホース内の塗料を出します。 

 ⑤ガンの先端から洗浄液が出てきたら、その状態でし 

ばらく洗浄液を循環させ、塗料通路内の洗浄を行い 

ます。 

 ⑥サクションホースを洗浄液から引き上げ、エアレス 

ガンから塗料ホース内の洗浄液を抜きます。 

 ⑦エア抜きノブを［開］側に回して、リターンホース 

  内の洗浄液を抜き、圧力ノブを［低］側にして終了 

します。 

 ⑧サクションフィルター、ガンフィルター、ノズルを 

  取り出してゴミや塗料の詰まりを洗浄、除去してく 

ださい。 

 

 

 ●長時間使用しない場合は、洗浄液を完全に抜き取り 

  固着防止の為サビ止め油を吸入弁内に充てんしてお 

いてください。 

 ●廃塗料、使用済み洗浄液は絶対に川、下水等に流さ 

ないでください。排気処理業者に引取りを依頼してく 

ださい。 
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 ①セーフティロック 



４ 作業操作手順             

４－６ エアレスガンの操作 
 

 ①                   ② 
 
 
 
 
 
 
 
  ガンは塗装面に向けて、約３０cmの    ノズルチップとガンフィルターの取外しは図の様にしてください。 
  間隔を保ち、一定の速さで平行に移    ノズルチップが詰まった場合は、ノズルチップを外してエアー等 
  動します。               逆方向から吹付けて除去してください。取付の際には、パッキン

が入っているか確認してしっかり締付けてください。 
 
 
                      ●圧力がかかった状態では絶対にノズルチップの交換やフィルタ

ーの取外しはしないで下さい。塗料が噴出し危険です。 
                      ●使用後は、次回に備えて必ず洗浄し、大切に扱ってください。

ハンドル内部のガンフィルターは取外してブラシ等で洗浄し
てください。 

 

４－７ クランプノブの使い方 
 
スプレーロック(連続吹付)          セーフティロック(安全停止) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
引金を引いた状態でノブの矢印がガンの先   引金を引かない状態でノブの矢印がハンド 
先を向くように回しながら引金を離します   ル側を向くようにします。 
再度引き直せば自動的に解除されます。 
 
 
●安全の為塗装作業を行わない時やノズルチップを外す場合は必ずセーフティロックをかけてください。 
●塗料等が固着すると動かなくなることがありますので、洗浄・注油等を行ってください。 
 

４－８ ノズルチップ口径とガンフィルター※ガンフィルターはｵﾌﾟｼｮﾝとしても用意しております。 
チップ口径 
インチ(mm) 

フィルター 
メッシュ/リング色 

 
適応塗料(注１) 

0.013(0.33)以下 ※２００/赤 ラッカー系・ウレタン系・フタル酸系・メラミン系・合成樹脂系 

0.013(0.33)以上 
0.018(0.46)以下 

 
※１００/黄 

 
一般サビ止め類・シーラー・塩ビ系 

0.018(0.46)以上 
0.026(0.66)以上 

 
６０/白 

一般系タールエポキシ・ 
エアレス用プラサフ・アルコール系無機ジンク 

0.026(0.66)以上 ※４０/緑 圧塗型タールエポキシ・各種高粘度塗料 

0.031(0.79)以上 なし 弾性タイル・フィーラーアルマネーション・ 
延焼防止塗料・水性無機ジンク 

(注１)本スーパーシリーズ全てが適応するわけではありません。目安としてご利用ください。 
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５ 保守点検               

 
５－１ オイル交換オイル交換は定期的に行ってください。初回１００時間、次回からは２００時間毎 

 
 ①                  ② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 オイル栓を外し、ドレンプラグを外す  ドレンプラグが締まっていることを確認した後、オイルを約９００cc 
 とオイルが抜けます。         入れてオイルゲージで確認してください。入れすぎると運転中にリリ

ーフ弁から漏れ出します。 
 
 
●使用済みのオイルは最寄りのガソリンスタンドにお持ち下さい。絶対に川、下水等に廃棄しないでください。 
●オイルはセイワ純正｢ダイヤフラムエアレスオイル｣をお使い下さい。純正オイル以外は使用しないでください。
異常高温や性能の低下、更に故障の原因となり、製品寿命を短くします。 

 

５－２ ダイヤフラム交換ダイヤフラム交換は定期的に行ってください。使用後１年又は実動５００時間後 
 
 ①                   ② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ペイントカバーを外します。６本の六   ダイヤフラムをセットごと交換し、組立てます。６本の六角穴付ボ 
 角穴付ボルトを対辺８の六角レンチで   ルトの締付けは対角線の順に均一に強く締付けてください。(締付け 
 はずします。              トルク 90N･m) 
 
 

５－３ 吐出弁交換塗料によって粒子や骨材が含まれる場合は吐出弁が著しく ５－４ 吸入弁交換 
         磨耗することが有ります。                吐出弁同様、塗料によっては 

                                         著しく磨耗します。吸入弁セ 

                                         ットで交換してください。 

 

①                 ②                  ① 

 

 

 

 

吐出弁プラグは対辺27のスパナで外  吐出弁ホルダーは対辺12の六角レン  樹脂パッキンがきちんと装着さ 

します。              チで外します。            れているかどうか確認してくだ 

                                     さい。 
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６ トラブル対策(エンジン側)       

 
故障はできるだけ早期に発見して適切な対策を取ることが大切 

です｡次の表を参考に処置して下さい｡修理不能な場合は弊社 

営業所、又はお買い上げ販売店までご連絡ください。 

現   象 原   因 対    策 

エンジンがかからない 

エンジンが止まってし

まった 

●塗料ホースに残圧がある 

 

●燃量切れ 

●燃量温度の上がりすぎ 

 

●エアークリーナーの汚れ 

●点火プラグの花火が飛ばない 

 

●タンク内に水が溜まっている 

●エンジン焼付 

●｢エアー抜き｣にして残圧を逃が

す 

●燃料を補給する 

●直射日光を避け、日陰に機械を

設置する 

●掃除 

●交換又は電極間隔を 0.6～0.7

に調整 

●新しい燃料に交換 

●交換 

エンジンが止まりそう ●圧力のかけすぎ 

●回転部分の損傷、磨耗、摩擦 

●適正圧力に調整 

●スロットルを全開にする 
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６ トラブル対策(ポンプ側)        

 
現   象 原   因 対    策 

吸入力がない ●エアー抜き操作を行っていない 

●吸入弁･吐出弁の固着 

 

●圧力ノブが[低]側に緩んでいる 

●油圧系統にエアーがたまっている 

 

●オイル量不足 

●エアー抜き操作を行う 

●呼び水を行い、吸入弁を棒で突

っついて固着を解除する 

●圧力ノブを少し[高]側に回す 

●P6 作動確認を参考にエアー抜

きをする 

●規定量まで入れる 

吸入力はあるが 

吸込まない 

●サクションフィルターの目詰まり 

●サクションフィルターの取付不良

によりエアーを吸込んでいる 

●サクションホースが塗料中に入っ

ていない 

●塗料粘度が高すぎる 

●掃除 

●十分に締め付ける 

 

●塗料中に入れる 

 

●粘度を下げる 

ガンから塗料が出ない ●サクションフィルター通路の目詰

まり 

●ノズルチップの塗料詰まり 

●掃除又は詰まりを除去 

 

●掃除 

圧力が低い ●エアー抜きノブの締込不足 

●圧力ノブの調整不足 

●増締め 

●圧力ノブを[高]側に回す 

圧力が乱れる ●吸入弁・吐出弁の不良 

●ダイヤフラムの損傷 

●ピストンシリンダーの磨耗 

●油圧通路内にゴミ混入 

●サクションホースの不良 

●吸入口よりエアーを吸込んでいる 

●オイル量不足 

●塗料通路内にゴミ混入 

●交換 

●交換 

●交換 

●分解・洗浄 

●交換 

●十分に締め付ける 

●規定量まで入れる 

●ゴミ除去 

吹付けた塗面に 

オイルが浮いてる 

オイルが塗料で濁る 

●ダイヤフラム亀裂 ●洗浄及びダイヤフラム、オイル

交換 
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７ 塗料ノズルチップ選定表        

 
よく使われているノズルタイプ 粘

度 

 

塗 料 種 類 

適応 

ノズル口径 

(インチ) 

ｴｱﾚｽ 

ﾁｯﾌﾟ 

ﾁｪﾝｼﾞｸ

ﾘｰﾝ 

ﾛｰﾀﾘｰﾁ

ｯﾌﾟ 

ﾀｰﾝ 

ｸﾘｰﾝ 

低 ラッカー 

フタル酸樹脂塗料 

メラミン 

アクリル など 

0.019 

～ 

0.013 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

中 建築塗材用 

トップコート・シーラー 

一般錆止め塗料 

鉛丹錆止め塗料 

水性塗料 

油性塗料 

合成樹脂調合塗料 など 

 

 

0.015 

～ 

0.018 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

鉛丹錆止め塗料 

船底塗料 

塩化ゴム 

アクリルフィーラー＜エアレス用＞ 

タールエポキシ樹脂塗料＜一般＞ 

単層弾性塗料 など 

 

0.021 

～ 

0.023 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

高 

アクリルフィーラー＜エアレス用＞ 

単層弾性塗料  

ジンクリッチ塗料 など 

0.023 

～ 

0.031 

 ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 屋根用重防蝕塗料＜ｱﾙﾏﾈｰｼｮﾝ＞ 

高粘度塗料用 

複層弾性塗料のベース吹き など 

0.036 

～ 

0.051 

  ○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

選定表は、塗料の粘度・ホースの長さ・規模により変わることがありますので、選定の目安として 

ご利用ください。適応ノズル口径は機種の能力に合ったサイズの中から選定してください。 
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SPシリーズの運転開始前に必ず下記空欄に必要な事柄を記入して下さい。 

点検の時に大変役に立ちます。 

項 目 ご 記 入 欄 

型 式 SP-60GE/101GE/70GE ご使用開始年月日  

製造番号  

ご購入年月日  
ご 購 入 先 

TEL       (       ) 


